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めむろ大感謝祭2025開催！

開会式

もちまき「マチルダ」詰め放題



めむろ大感謝祭2025 開催！！
～暖かなイベント日和、多くのお客様にご来場いただきました～

　11月23日、芽室町のＰＲ、まちの活性化をはかることを目的に農商工が協力して「めむろ大感謝祭
2025」が開催されました。
　実行委員長である梶澤初太青年部長や来賓の方にご挨拶いただいた後、メムオロ太鼓の演奏開始により
大感謝祭がスタート。カルビー㈱による「じゃがりこ」の無料配布やＪＡ畜産課による「未来めむろうし」
試食・販売、「雷炎の化身　ジバサンダー」によるヒーローショーや馬鈴しょ「マチルダ」詰め放題のイ
ベントなど多くのお客様に楽しんでいただくことができました。
　また、今年初の試みとして実施された「ＪＡめむろ冷凍商品の試食・販売」では、ＪＡ食品販売課と青
年部の共同企画で生まれたレシピ「ブロッコリーペペロンチーノ風炒め」、マチルダぽてとサラダベース
を使用した「コロッケ」の２品のほか、「えだまめ　極」と「えだまめ」の食べ比べの試食を用意し、多
くの方にＪＡめむろ冷凍商品をＰＲすることができました。馬鈴しょ、ながいもなどを“感謝祭価格”で
販売した「農産物マルシェ」も大盛況で、多くの方にお買い求めいただき、地方発送も喜んでいただけま
した。
　そのほか、飲食ブースでは青年部各支部や女性部による屋台、芽室町商工会に加盟する町内飲食店など
による芽室町農産物を使用した感謝祭限定メニューの販売がおこなわれたほか、日本甜菜製糖㈱によるビ
ートオリゴなどの販売、催し物では「くじ引き」や「スマートボール」、「牛の乳搾り体験」、「トラクター
試乗体験」、公立芽室病院による血管年齢測定など盛りだくさんな内容で会場は大変賑わっていました。
　感謝祭の締めくくりには大抽選会がおこなわれ、めむろ産牛肉セットやめむろゴールドクラフトなどめ
むろの賞品を中心に用意し、皆様抽選券を片手に大盛り上がりでした。
　今年の感謝祭はＪＡめむろ役職員も各出店、催し物の応援にかけつけ、芽室町・ＪＡめむろ・実行委員
会一丸となって盛り上げ、大盛況のうちに終了しました。

ＪＡめむろ冷凍商品の試食・販売

未来めむろうし試食・販売

農産物マルシェ

ＪＡめむろ女性部手作り　豚汁販売
頭上には農産物の生産者の写真と一言も。

牛の乳しぼり体験

メムオロ太鼓による演奏

子ども縁日
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Ｐ２　めむろ大感謝祭2025開催！
Ｐ３　めむろファーマーズマーケット愛菜屋　
　　　　お楽しみイベントを開催！
　　　　今年度158日間の営業終了
Ｐ４　あぐり広場
　　　JAめむろ「フォトコンテスト」の結果について
　　　営農貯金積立のお知らせ
Ｐ５　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（ＪＡ青年部情報）
　　　ＪＡ女性部（女性部情報）

Ｐ６　年末年始期間中の営業と休業のご案内
　　　年末年始のＡＴＭ稼働時間のご案内
　　　こんにちは！経済部です
Ｐ７　ＧＡＰ（農業生産工程管理）に取り組みましょう
Ｐ８　共済課からお知らせ
Ｐ10　農業者年金保険料の確定申告について
Ｐ11　芽室町からお知らせ　
Ｐ12　連載　ＪＡの基礎【報徳編】
Ｐ13　理事会だより
Ｐ14　芽室町農協史
Ｐ16　農業新聞を購読してみませんか？
　　　　～電子版４周年記念キャンペーン実施中！～

今月の

　11月２日、毎年恒例の「愛菜屋感謝祭」としてお楽
しみイベントを開催いたしました。
　今期最後のイベントとして、「お得な詰め合わせセ
ット販売」とお子様限定の「おもちゃのくじ引き」を
実施いたしました。
　詰め合わせ商品は、じゃがいも、玉ねぎ、人参、ご
ぼう、山わさびなどの農産物や加工品の他、牛乳豆腐
とヨーグルトのセットを販売しました。雨降りの中で
はありましたが、開店前から長蛇の列ができ、多くの
方にご来店いただき、お子様にも楽しんでいただきま
した。
　お客様からは「いつもありがとう」「来年もよろし
くお願いします」など、温かいお言葉をいただき、消
費者との交流を深められた貴重な一日となりました。

今年度１５８日間の営業が終了
　11月30日（日）をもちまして、無事に今年度の営業を終えることができました。
　４月26日オープンより158日間にわたり、大勢のお客様にご来店いただき誠にありがとうございました。
　ファーマーズマーケット「愛菜屋」、「あいす屋」は、今後ともお客様に愛されるお店作りにつとめ
てまいりますので、末永くご愛顧くださいますようお願いいたします。

めむろファーマーズマーケット愛菜屋　めむろファーマーズマーケット愛菜屋　 感 謝 祭
お客様に１年の感謝を込めたお楽しみイベントを開催！

詰め合わせセットの販売

お子様限定「おもちゃのくじ引き」
くじ引きコーナーでは、めむろファーマーズマーケット
運営協議会 岩間会長親子がお出迎え
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あぐり広場
農事組合

▲

	上伏古
氏名（年齢、就農年数）

井端 健人さん
（35歳、５年）

経 営 主

▲

	西川 幹生さん

◆趣味・特技は何ですか？
プラモデルをたまに
◆休みの日は何をしていますか？
Netflix など観ています
◆自分の性格を一言で表すと？
シャイ
◆好きな芸能人は？
山下智久
◆農家になって思うことは？
大変な時もあるけど楽しいです
◆一番のやりがいは？
収穫の達成感と喜びです
◆仕事、プライベートでの目標は？
�毎年、ちょっとずつでいいのでレベルアップしていきた
いです

　応募29作品の中から役員で厳正な審査をおこない、入賞作品が決定いたしましたのでご報告いたします。
今回のフォトコンテストも昨年同様、芽室町の四季などの心温まる風景が想像できる作品となっております。

入　賞 応募者 地区・所属 作品名
特　賞 粟野　秀明　様 新大和 虹が出た

優秀賞
大橋　里美　様 准組合員 聖なる夜
前﨑　仁美　様 上新生 陽光
吉田　真弓　様 南大成 早春の霧氷

　入賞作品を含む13作品は、2026年オリジナルＪＡカレンダーに掲載させていただきますので、楽しみに
お待ちください。

ＪＡめむろ「フォトコンテスト」の結果について

　令和７年度の営農貯金につきましては、積立基準に基づき１１月２８日に積立させていただきまし
たことをご報告いたします。
　今般、システム変更に伴い、来年１月より「営農貯金証書」は「営農貯金リーフ」へ変更とな
ります。「営農貯金リーフ」の配布方法につきましては別途ご案内させていただきますのでご対
応のほどよろしくお願いします。
　ご不明な点がございましたら、貯金課窓口までお問い合わせください。

営農貯金積立のお知らせ
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
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「北大マルシェ2025」に出店しました！
　10月25日、北海道大学農学部でおこなわれた「北大マルシェ2025」にキッチンカーで出店し、「フライ
ドポテト（芽室町産マチルダ・コガネ）」を販売しました。
　道内各地や海外からの留学生など多くの来場者に芽室町農業の魅力やおいしさ、青年部をＰＲすること
ができました。
　また、11月23日にＪＡめむろで開催するめむろ大感謝祭2025、12月６日に青年部がどさんこプラザ札幌
店でＰＲ販売する告知もおこないました。

女性部四役が出席
　11月12日から13日の２日間、札幌市で令和７年度 ＪＡ北海道女性大会・北海道家の光大会が開催され、
全道12地区から約420名の部員・事務局が集い、当女性部の四役も参加しました。
　１日目は、家の光記事活用体験発表がおこなわれました。雑誌『家の光』を活用し実践したことなどを
テーマに発表がされ、ＪＡしれとこ斜里女性部の富永由美氏が最優秀賞を受賞、全国大会へ出場します。
発表終了後、東京大学特任教授・名誉教授 食料安保推進財団理事長の鈴木宣弘氏による「日本農業の今
後の展望について～北海道農業への期待～」をテーマとした講演が開かれ、参加者は真剣に聞き入ってい
ました。
　２日目は、今回２回目の開催となる「農業ガールズコレクション in 北海道」。「おかず - １グランプリ」
と題し、エントリーした各地区・単組の部員らがランウェイを歩き、特産品を使った料理をＰＲしました。
十勝地区女性協議会も十勝の食材を使った餃子「♡十勝まるごと愛情包み♡」と、すき焼き「♡十勝愛情
煮込み♡」でエントリーし、当女性部の高橋部長、河瀬監事も出演。「♡十勝まるごと愛情包み♡」はト
ップ５に選ばれましたが、惜しくも優勝を逃し、優勝は JA あさひかわの「そばいなり」でした。試食会
やあぐり王国 NEXT の公開収録もおこなわれ、会場は大いに盛り上がりました。

令和７年度 ＪＡ北海道女性大会・北海道家の光大会

十勝まるごと愛情包みの PR 十勝女性協参加者集合写真
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年末年始期間中の営業と休業のご案内
月日

部署
12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 １月１日 １月２日 １月３日 １月４日 １月５日 １月６日
（日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火）

本　部
事務所

休　業

８：40～17：00
通常営業 休　業 ８：40～17：00

通常営業
貯金
窓口

９：00～15：00
通常営業

休　業 ９：00～15：00
通常営業組勘

窓口
９：00～15：00
通常営業

９：00～12：00
短縮営業

共済
窓口

９：00～16：00
通常営業 休　業 ９：00～16：00

通常営業
金　融
中央店

９：00～15：00
通常営業

（12：30～１３：３０昼休憩）
休　業

９：00～15：00
通常営業

（12：30～１３：３０昼休憩）
貯金
窓口
組勘
窓口
購買
店舗

８：40～17：00
通常営業 休　業 ８：40～17：00

通常営業
第１
スタンド

７：30～20：00
通常営業 ８：00～16：00

短縮営業

休　業 ７：30～20：00
通常営業

第２
スタンド

８：00～1９：00
通常営業 休　業 ９：00～17：00

短縮営業
８：00～1９：00
通常営業

年末年始のＡＴＭ稼働時間のご案内
店　舗 12月30日（火） 12月31日（水）〜１月４日（日） １月５日（月）

本　　　所 通常稼働
８：45〜19：00 休　止 通常稼働

８：45〜19：00

金融中央店 通常稼働
８：45〜20：00 休日稼働

９：00〜17：00

通常稼働
８：45〜20：00

Ａ コ ー プ 通常稼働
９：00〜19：00

通常稼働
９：00〜19：00

ＪＡめむろ資材センター
作業衣展示販売会を開催しました

　10月21日・22日の２日間、ＪＡめむろ資材センター前にて作業衣展示販売会を開催いたしました。
　当日は、防寒ジャケットやインナー類に加え、手袋や長靴など、防寒アイテムを中心に幅広い商品を特
別価格で販売しました。また、資材店舗では取り扱いのない防風ネックウォーマーや防寒手袋などの新商
品も多数ご用意し、寒い季節に合わせた販売会となりました。
　両日とも気温が低いなかでの開催となりましたが、多くのお客様にご来場いただき、盛況のうちに終了
いたしました。
　今後も、さまざまな新商品をよりお求めやすい価格でご提案してまいりますので、引き続きよろしくお
願いいたします。

経済
部で
す
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ＧＡＰ（農業生産工程管理）に取り組みましょう！

　今年も残りわずかとなりました。ＧＡＰチェックリストの提出は終わりましたか？
　収穫・出荷終了後がＧＡＰチェックリストの提出タイミングです。
　ＧＡＰは、より良い農業経営を実現するための、自分のための取り組みです。一年を振り返り、次年度
に向けて改善計画を立てましょう。

　十勝型ＧＡＰは、ＧＡＰの５つの柱である「食品安全」、「環境保全」、「労働安全」、「人権保護」、「農場
経営管理」に関する要素が組み入れられています。
　漫然とチェックを入れず、一つ一つの項目を良く考えて、記入してみましょう。

　・農協、農協以外の出荷に係わらずリストは必ず提出する！
　・チェックは、各項目毎に思い返しながら入れる！
　・できなかったことは、できなかったこととしてチェックする！

　チェックリストで「できなかった」ことは、来年できるように準備を始めましょう。
　紙面提出およびＷｅｂ提出にかかわらず、ＴＡＦシステムの「ＧＡＰチェック」内の「弱点表示」チェ
ックリストで「できなかった」ことが確認できます。次年度に向けて、どうしたらできるかを「具体的な
対策」を立て、できることから一つずつ取り組みましょう。

ポイント１　十勝型ＧＡＰチェックリストを完成させ、必ず提出しましょう

ポイント２　来年度は、何に取り組むか改善計画を立てる
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共済課からお知らせ
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共済課からお知らせ

令和８年１月より、
自動車共済の仕組改訂・掛金率変更がおこなわれます。

※実施時期：共済期間の初日が令和８年１月１日以降のご契約から

１. 日常生活事故弁護士費用保障特約の新設
　日常生活に起因する事故によって被共済者が被った身体・財物の損害について、賠
償義務者に法律上の損害賠償請求を行う場合に、賠償義務者との交渉を弁護士に委任
する際等に必要となる費用（着手金・報酬金など）を保障します。
＜特約掛金と共済金額＞
　

　※�特約掛金は用途車種、等級、運転者年齢条件などによらず、一律（共済期間12か
月の場合）とします。

　※１回の事故でお支払いする共済金は、被共済者１名につき共済金額を限度とします。

２. 所要の整備（自賠責適用除外車対人賠償特約の付加可能用途車種拡大）
　構内専用車に付加することのできる自賠責適用除外車対人賠償特約について、付加
できる車種を拡大（構内専用の二輪自動車・原動機付自転車を追加）します。

３. 共済掛金率の変更
　近年の急激な物価上昇に伴う修理費の高騰や自然災害の多発化などにより、お支払
いする共済金が増加する中、今後も安定的に保障を提供し続けていくために、共済掛
金率水準の見直しを実施します。
　なお、全体的な共済掛金率水準は引上げとなりますが、実際にご負担いただく共済
掛金は、ご契約条件によって引下げとなる場合もあります。

○共済掛金水準の見直しの背景・経緯
　近年、世界的な物価上昇に伴って様々なモノ・サービスの価格が上昇しています。
そのほか、ひょう災をはじめとした自然災害の多発・激甚化や、コロナ禍で減少して
いた交通量の回復による事故件数の増加により、お支払いする共済金の額が年々増加
しつつある状況です。
　直近においても、お支払いする共済金の増加が継続する状況にあり、その傾向が今
後も続く見通しが高まっています。このような環境下においても、より良い保障・サ
ービスを安定的に提供し、組合員・利用者の皆さまの営農・くらしに貢献していくため、
お支払いする共済金とご負担いただく共済掛金とのバランスをふまえ、掛金率水準の
見直しをおこなうこととしました。

特約掛金 1,000円
法律相談費用共済金 10万円
弁護士費用等共済金 300万円
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農業者年金の保険料は 『全額が社会保険料控除の対象』 です！
　毎年、確定申告の時期が近づくと、農業者年金保険料の申告方法や保険料支払証明書についてのお問い
合わせが多く寄せられます。お問い合わせが多い点について、ポイントと併せてご紹介いたします。

お問い合わせ先：営農部営農情報課　ＴＥＬ６２－２３１３
現在加入を検討されている方もお気軽にご相談ください。

・�納付した農業者年金保険料を社会保険料控除の対象として確定申告することにより、所得税と
住民税が軽減されます。

・生計を一にする配偶者、その他の親族の保険料を負担した場合も控除の対象となります。
・�前納納付（12月振替）により保険料を納付された方は、「納付年」または「納付年の翌年」のど
ちらかの年を選択して確定申告することができます。

　～本年12月23日（金融機関の休日の場合は翌営業日）に前納納付した場合～
　　①本年中の支払分として、納付した翌年の確定申告
　　②翌年分保険料の支払いとして、納付した翌々年の確定申告
　　　①・②のどちらかを選択できます。
� 《国税庁所得税基本通達74》

○ポイント○

農業者年金保険料の確定申告について

〈納付した保険料の確認〉
　◇�本年中に納付した保険料額は、保険料引落口座の通帳を記帳することで確認してください。
　　毎月23日（金融機関の休日の場合は翌営業日）が振替日です。
　◇ＪＡの農業者年金窓口において、１月下旬頃から保険料額を確認することができます。
　◇ＪＡにおいて、農業者年金保険料納付額の資料を印刷することもできます。
　　※印刷した資料は、公的な証明書ではありませんので、ご留意願います。

〈確定申告の際の保険料支払証明書の取扱い〉
　◇納付した農業者年金保険料を確定申告する際、保険料支払証明書の添付は必要ありません。
　◇確定申告書に保険料額を記入するだけで、申告することができます。
　《所得税法第120条第３項第１号、所得税法施行令第262条第１項第２号》

※そのため、農業者年金では、支払証明書の発行はおこなっておりません※
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対 象 内 容 料 金

若年健診
今年度内に ～ 歳に

達する町民の方

①基本健診
身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・心電図検査・眼底検査

※こころの健康チェックがあります。

円

②若年巡回ドック
『基本健診』＋『がん（胃・肺・大腸）検診』※こころの健康チェックがあります。

円

国保健診

今年度内に ～ 歳に達する

芽室町国民健康保険の被保険者

※「健康診査受診券（うぐいす色）」

をお持ちの方

①特定健診

身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・心電図検査・眼底検査

※ 歳以下の方にはこころの健康チェックがあります。

円

②国保巡回ドック

『特定健診』＋『がん（胃・肺・大腸）検診』

※ 歳以下の方にはこころの健康チェックがあります。

円

後期高齢者健診

受診日現在 歳以上の方、及び後

期高齢者医療の被保険者

※「健康診査受診券（ラベンダー色）」

をお持ちの方

①基本健診
身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・心電図検査

円

②後期高齢者巡回ドック
『基本健診』＋『がん（胃・肺・大腸）検診』

円

胃がん 肺がん 大腸がん 前立腺がん検診

日時
月 日（土） 午前７時～午前１１時 分

日（日） 午前７時～午前１１時

月 日（土）
午前７時～午前１１時 分

月 日（日）
午前７時～午前１１時

対象
今年度内に 歳以上に達する町民

（昭和 年 月 日以前の生まれの方）
今年度内に

歳以上の方

内容 バリウム検査 レントゲン撮影
※必要な方のみ喀痰検査

便潜血検査（２日間） 血液検査
※食事制限はありません

料金 円 円
※喀痰検査 円

円 ３ 円

子宮頸がん検診 乳がん検診
肝炎ウイルス

検診

エキノコックス症

検診
歯科検診

日時
月 日（金） １７時半～１９時

日（土） 午前７時～午前１１時 分

日（日） 午前７時～午前１１時

月 日（土） 午前７時～午前１１時 分

日（日） 午前７時～午前１１時
月 日（日）

時 分～ 時 分

対象
今年度内に

歳以上の方

今年度内に

歳以上の方
今年度内に

歳以上の方
小学３年生以上

※令和２年度以降受けていない方

今年度内に

歳以上の方

内容 細胞診
※希望する方は経膣超音波検査

マンモグラフィ 血液検査
※食事制限はありません

血液検査
※食事制限はありません

歯科検診、歯科指導

料金 細胞診 ７ 円
経膣超音波検査 円

～ 歳 円

歳以上 円
円 ５ 円 円

結核予防会巡回ドック １月実施 予約受付中！
■日 時： 月 日（土） 午前７時～午前１１時４５分

■場 所：保健福祉センター あいあい２１

■委託機関：北海道結核予防会札幌複十字総合健診センター

■申込締切： 月 日（水）まで

各 種 が ん 検 診 等

特定（基本）健診・巡回ドック

※大腸がん検診のみ 日（金）も

受診可能です

※託児あります（事前予約が必要です）

★検診無料対象者の方には４月末・９月に案内
を送付しています。

★芽室町 からも申込み可能です。→

芽室町健康福祉課保健推進係 ☎６２－９７２３
６２－０１２１ ：

お 問 合 せ
申 込 み 先

令和６年度に受けた方は対象外です。

←肝炎ウイルス検診のみ希望の方はこちらから。

エキノコックス検診のみ希望の方はこちらから。→

めむろ☆
健康ポイント

対象です！
※ 歳以上の方

日（日） 午前７時～午前１１時

芽室町からお知らせ
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第37回　協同組合と報徳21

◆協同組合とＳＤＧｓ（現代報徳が持続的な社会をつくる）◆

　＜協同組合の使命＞
　ＳＤＧｓでは「貧困と飢餓に終止符を打ち、すべての人間が尊厳と平等の下に、そして健康な環境の下
に、そのもてる潜在能力を発揮することができることを確保することを決意する」「我々は誰も取り残さ
れないことを誓う」と宣言されています。ここでは協同組合精神にある、相互扶助の考え方が根底にあり
ます。
　それでは協同組合としてどのようなことができるのか、またどのようなことをおこなってきたのか、道
内の農協・漁協の実例を見ながら考えていきたいと思います。（一部抜粋）

●野付漁業協同組合
　野付漁協の特徴は、浅海増養殖による「つくり育てる漁業」を構築し、「譲りと協同」による相互扶助
を組合運営の柱としていることです。この「譲りと協同」の精神が最も現れているのが「水産資源は組合
員共有の財産という認識のもと、主要漁種の平均所得に基づき、組合員の着業漁種が公平になるよう調整
し、組合員所得の均衡化をはかって」いることです。この制度を導入するにあたってはさまざまな議論が
かわされたとのことですが、報徳の精神で克服し、協同による事業の前進を実現しています。

●士幌町農業協同組合
　士幌町農協は加工事業を通じて生産物の付加価値を高める取り組み（６次産業化）などで注目を集めて
いますが、この加工事業を支えているのが報徳精神であることはあまり知られていません。加工事業をお
こなうためには生産をはじめ消流対策が重要とされていますが、実はもう一つ大切なことがあります。そ
れは生産物の加工をおこなうためには、膨大な設備投資に耐えられる農協の基盤強化の取り組みが不可欠
なことです。農協の基盤強化の歴史は古く、士幌村農業会の時代からコツコツと澱粉工場の買収財源を確
保した話が有名ですが、それ以外にも、共助を基本理念とする共済事業の推進実績が自己資金の造成に寄
与し、合理化澱粉工場の建設を支えました。また、「一年おくりの農業（前年度までに営農資金などを積
み立て、災害などで収入がなくなっても営農に支障がないよう準備すること）」を実現するため農協独自
の「備荒貯金」「営農貯金」「家計貯金」「互助基金」など、勤労、分度（無理のない範囲で生活すること）、
推譲（得た利益など他人のために分け与えること）の精神による貯蓄運動が、組合員の経営・生活基盤を
強化するとともに、農協経営の基盤強化をももたらしたのです。

　報徳を運動の土台としている協同組合は、ＳＤＧｓの活動を先取りしていることは事例紹介の中で明ら
かになりました。新自由主義的価値観が氾濫している現代にあって、以徳報徳（徳を以て徳に報いる）の
精神は、持続可能な社会を創る導きの理念として大切な役割を果たしています。協同組合と報徳に関わる
すべての人々が、これからの地球の未来を創る導き手として期待されています。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

（R１.９.30発行　北海道報徳情報別冊40号より一部抜粋）
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理 事 会 だ よ り
第８回（10月24日開催）

・議案第１号　出資金の減口承認について
・議案第２号　出資金の譲渡承認について
・議案第３号　利益相反取引に係る貸付について
・議案第４号　�令和７年産秋掘り長いも取扱要領

について

報告事項
１　�令和７年度第２四半期内部監査結果報告につ

いて
２　令和７年度９月末仮決算について
３　組合員の加入・脱退状況について
４　�第２四半期コンプライアンスに係る対応状況

について
５　�令和７年度上半期ＪＡバンク・共済苦情対応

要領に基づく苦情等対応状況について
６　�余裕金の運用状況（令和７年度第２四半期末）

について
７　債務保証に係る残高状況について
８　令和７年度秋期懇談会の開催について

９　令和８年産民間流通麦の入札結果について
10　�令和７年産小麦の概算払と製品出来高につい

て
11　�令和７年産共同計算委託販売豆類の概算金単

価について
12　�令和７年産ジェイエイめむろフーズ向けえだ

まめ・さやいんげんの取扱結果および精算に
ついて

13　�令和７年産菌床椎茸（上期）取扱結果につい
て

14　令和７年度９月末生乳生産状況について
15　�食品加工事業の販売・製造報告およびジェイ

エイめむろフーズ（株）９月末仮決算について
16　�めむろファーマーズマーケット「愛菜屋」第

２四半期販売状況について
17　新商品の発売について
18　�食品加工品事故の発生と対応について（にん

じんダイスカット）
19　�令和７年度堆肥センター９月末稼働実績につ

いて

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は１月号に掲載いたします。

11月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
ブンカサイ

１	 サンタクロースが乗るソリを引き
ます

２	 練り物や大根などを煮込みます
３	 ごはんのこと。握り――
５	 和服の袖の下、袋状の部分
６	 ――を憎んで人を憎まず
８	 南米の北端にある国。首都はボゴダ
12	 漢字では独活と書く山菜
13	 木を切り倒すときに使います
14	 dB と表記される、音などの強さ
を示す単位

15	 暮れのあいさつとして贈ります
16	 人間は二足――をする生き物です
17	 疲れたときには出して、おいしい
ときには落ちるもの

19	 泣き顔になること。――をかく

ヨコのカギ

１	 夜目――笠の内
４	 足を中に入れて暖を取ります
７	 サッカー日本女子代表の愛称に使
われている花

９	 クリスマスツリーに使われる木
10	 日本酒を温めること
11	 じょうごとも呼ばれる道具
13	 忘年会で乾杯の――を取った
15	 高いところに載せたものを取ると
きの体勢

16	 クリスマスツリーのてっぺんにも
飾ります

17	 青い染め物に使われる植物
18	 物ごとの順序などがさかさまにな
っていること

20	 ささがきにすることも多い根菜
21	 韓国の首都

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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計
画
に
つ
い
て
は
岩
波
総
務
部
長
が
番
外
と
し
て
か
ね
て
の
腹
案
を
説
明
、
こ

れ
で
出
席
者
の
腹
が
き
ま
り
、
さ
ら
に
組
合
員
の
総
意
に
図
つ
た
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
間
の
事
情
を
当
時
の
総
代
会
記
録
な
ど
に
よ
つ
て
見
よ
う
。

第
十
一
回
臨
時
総
代
会
（
昭
和
三
十
二
年
三
月
十
六
日
開
催
）

　
議
案
第
七
号

　
昭
和
三
十
二
年
度
施
設
設
置
計
画
に
つ
い
て
、

　
番
外
よ
り
別
紙
に
つ
い
て
朗
読
説
明
を
な
し
中
田
専
務
尚
詳
細
に
亘
り
説
明
。

　
組
合
長
本
部
事
務
所
新
築
原
案
提
出
の
経
過
等
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た

り
。

　
松
久
総
代
よ
り
地
帯
の
組
合
員
の
意
見
を
総
合
し
て
見
る
に
、

一
、
耐
用
年
数
並
び
に
法
規
上
新
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
。

二
、
事
務
所
新
築
資
金
を
貧
農
に
与
え
て
ほ
し
い
。
以
上
の
二
点
よ
り
本
年
の

事
務
所
新
築
は
見
合
せ
て
ほ
し
い
。

　
藤
村
総
代
よ
り
。
一
、
建
築
資
金
に
つ
い
て
。
二
、
昨
年
は
不
作
で
あ
つ
た

の
で
原
案
よ
り
縮
小
し
て
現
本
部
前
の
敷
地
に
新
築
し
た
ら
ど
う
か
、
然
し
結

論
と
し
て
本
日
の
総
代
会
に
は
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
の
で
決
議
出
来
な
い
。

　
所
総
代
よ
り
。
一
、
資
金
計
画
は
ど
う
し
て
立
て
る
か
又
組
合
員
に
対
し
て

陰
に
陽
に
無
理
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。
二
、
組
合
員
個
々
に
つ
い
て
も
意

見
が
あ
る
の
で
総
会
に
諮
つ
た
ら
如
何
。

　
酒
井
総
代
よ
り
組
合
員
の
負
担
に
つ
い
て
理
事
者
の
意
見
、
武
藤
総
代
よ
り

総
代
会
で
は
少
し
審
議
が
出
来
兼
ね
る
等
々
の
質
問
あ
り
之
れ
に
対
し
。

　
中
田
専
務
よ
り
、
現
組
合
財
務
の
状
況
を
説
明
し
決
し
て
組
合
員
に
対
し
て

の
負
担
等
は
考
え
て
お
ら
ず
又
、
出
資
増
口
等
の
重
圧
等
は
決
し
て
行
わ
な
い

方
針
で
あ
る
旨
説
明
し
た
り
、
時
丁
度
昼
食
時
に
入
り
、
山
田
議
長
三
十
分
の

休
憩
を
宣
言
す
。

　（
十
二
時
四
十
分
、
之
よ
り
休
憩
に
入
る
）

　
山
田
議
長
再
会
を
宣
言
議
事
に
入
る
。
一
時
十
分
。

　
関
連
質
問
に
つ
い
て
、田
中
総
代
よ
り
昨
年
度
よ
り
第
一
案（
本
部
前
敷
地
）

を
予
定
し
着
々
準
備
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
二
案
（
役
場
横
）
に
着
目

し
た
理
由
如
何
、
又
協
組
の
在
り
方
よ
り
臨
時
総
会
を
開
催
す
べ
し
、
松
久
総

代
も
来
年
度
総
会
で
決
定
し
て
戴
き
た
い
。
田
島
総
代
よ
り
建
物
新
築
資
金
を

見
積
り
し
て
若
し
新
築
し
な
い
場
合
の
資
金
の
使
途
に
つ
い
て
夫
々
質
問
あ

り
、
組
合
長
よ
り
第
一
案
、
第
二
案
、
第
三
案
等
々
に
つ
い
て
理
事
会
に
て
充

分
慎
重
審
議
し
た
上
で
衆
議
一
決
し
て
原
案
を
提
出
し
た
旨
を
述
べ
又
、
他
組
合
と
の
自
己
資
本

の
状
態
、
財
務
の
比
較
等
を
説
明
更
に
法
令
に
基
づ
く
財
務
処
理
基
準
令
に
つ
い
て
も
詳
細
に
亘

り
説
明
し
た
り
。

　
中
田
専
務
も
重
ね
て
財
務
処
理
基
準
令
を
補
足
説
明
し
尚
新
築
し
な
い
場
合
の
資
金
は
余
裕
金

と
し
て
預
け
入
れ
る
事
と
、
施
設
計
画
は
毎
年
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
事
務
所
新
築
を

一
年
延
期
す
る
事
に
な
る
と
来
年
度
は
、
澱
粉
工
場
等
の
施
設
も
考
え
合
せ
ら
れ
る
の
で
施
設
資

金
が
多
額
に
入
る
の
で
、
今
年
度
事
務
所
を
新
築
し
た
い
旨
説
明
し
た
り
。

　
新
総
代
田
中
総
代
よ
り
山
麓
地
帯
の
組
合
員
は
借
金
等
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
組
合
自
体
が

生
産
面
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
施
設
は
、
組
合
員
対
組
合
が
遊
離
し
な
い
か
ど
う
か
、
平
野
総
代

よ
り
資
金
面
に
つ
い
て
心
配
が
な
い
の
に
反
対
の
意
見
が
あ
る
の
は
内
容
が
う
ま
く
行
つ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
、
生
産
指
導
面
に
重
点
を
置
い
て
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
残
し
て
事
務
所

を
新
築
し
て
も
尚
且
つ
指
導
面
に
つ
い
て
の
計
画
を
説
明
し
て
戴
き
た
い
。

　
組
合
長
よ
り
、
生
産
協
同
体
と
し
て
の
面
を
種
々
説
明
し
、
再
度
新
築
に
つ
い
て
各
総
代
の
方

は
部
落
に
帰
つ
て
事
務
所
新
築
の
主
旨
を
良
く
理
解
出
来
得
る
様
組
合
員
に
対
し
浸
透
せ
し
め
、

再
度
総
代
会
並
び
に
総
会
を
開
催
し
て
も
差
支
え
な
い
旨
述
べ
た
り
。

　
中
田
専
務
よ
り
再
度
資
金
計
画
の
面
よ
り
見
て
可
能
な
る
旨
を
説
明
し
た
り
。

　
村
瀬
総
代
よ
り
、
原
案
は
組
合
員
の
意
思
で
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
場
に
於
て
賛
否

両
論
を
白
紙
投
票
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
所
総
代
よ
り
、
事
務
所
新
築
に
対
し
て
、
賛
成
の
方
も
い
る
が
尚
組
合
員
の
意
見
を
尊
重
し
て

軽
率
に
決
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
川
端
総
代
よ
り
、
凶
作
の
あ
と
で
も
あ
る
の
で
、
感
情
的
な
問
題
で
総
代
会
で
決
定
す
る
事
は

む
づ
か
し
い
。

　
平
野
総
代
よ
り
、
次
回
の
総
代
会
で
審
議
致
し
た
い
。
こ
こ
に
至
つ
て
組
合
長
各
総
代
の
意
見

を
総
合
し
て
総
代
の
方
、
並
び
に
組
合
員
の
意
志
が
質
問
内
容
の
事
で
あ
れ
ば
事
務
所
新
築
を
一

年
延
期
し
て
来
年
度
新
築
す
る
事
に
決
定
し
て
戴
き
た
い
旨
議
場
に
説
明
し
た
る
に
、
矢
野
総
代

よ
り
、
次
回
の
総
代
会
（
予
定
四
月
二
十
七
日
）
に
お
い
て
審
議
し
た
い
。
松
久
総
代
よ
り
総
会

招
集
も
非
常
に
日
時
を
要
し
困
難
な
る
事
な
の
で
、次
回
の
総
代
会
で
再
度
審
議
し
て
ほ
し
い
旨
、

発
言
あ
り
。
賛
成
意
見
多
数
あ
り
た
る
た
め
、
議
長
、
今
総
代
会
で
は
、
事
務
所
新
築
、
購
買
店

舗
改
築
、
精
穀
工
場
移
転
改
築
、
第
一
精
撰
工
場
改
築
、
工
具
、
器
具
、
備
品
購
入
は
保
留
致
し

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
十
七
日
に
予
定
さ
れ
る
決
算
総
代
会
に
再
度
提
出
審
議
す
る
事
を
宣
言

し
、
満
場
の
賛
成
を
得
た
り
。
従
つ
て
議
案
第
七
号
前
記
の
保
留
事
項
を
残
し
て
原
案
通
り
可
決

確
定
せ
り
。
山
田
議
長
、
杉
森
副
議
長
と
交
替
す
る
。

�

（
一
月
号
へ
つ
づ
く
）
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事
務
所
新
築
を
断
行

　
ゆ
た
か
な
組
合
で
も
、
部
分
的
に
は
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
道
農
家

負
債
整
理
促
進
条
例
に
も
と
ず
い
て
、
芽
室
町
農
家
再
建
推
進
委
員
会
が
設
立

さ
れ
、
委
員
長
に
町
長
、
副
委
員
長
に
組
合
長
、
委
員
は
町
議
か
ら
四
、
農
委

か
ら
四
、
農
協
役
員
か
ら
は
五
、
農
同
か
ら
二
、
そ
の
他
併
せ
て
三
十
七
名
の

構
成
で
、
三
十
一
年
九
月
に
第
一
回
の
予
備
調
査
を
行
つ
た
。
負
債
に
苦
し
む

農
家
の
救
済
と
指
導
の
た
め
で
あ
る
。

　
予
備
調
査
に
申
込
を
し
た
の
は
四
百
三
十
七
名
そ
の
負
債
一
億
一
千
万
円
で

あ
つ
た
が
、
フ
ル
イ
に
か
け
て
百
十
五
戸
（
負
債
額
八
千
万
円
）
を
一
応
貸
付

け
て
一
年
間
積
極
的
に
指
導
し
て
結
果
を

み
る
こ
と
に
し
た
。

　
八
千
万
円
（
一
戸
当
り
平
均
七
十
万
円
）

の
う
ち
系
統
外
負
債
は
三
千
万
円
で
あ
つ

た
。

　
こ
の
八
千
万
円
を
条
件
緩
和
と
制
度
金

融
の
す
で
に
長
期
償
還
分
を
差
引
す
る

と
、
実
際
に
必
要
な
負
債
整
理
資
金
は

四
千
万
円
で
い
い
わ
け
だ
が
、
道
条
例
の

資
金
ワ
ク
に
該
当
す
る
固
定
化
負
債
は

二
千
万
円
で
、
あ
と
の
二
千
万
円
は
冷
害

で
出
来
た
借
金
や
住
宅
公
庫
の
借
入
金
な

ど
固
定
し
な
い
も
の
だ
つ
た
そ
う
す
る
と

連載 № 61

【
本
篇
：
芽
室
町
農
協
の
十
年
】

道
が
せ
つ
か
く
助
成
措
置
を
講
じ
て
も
、借
金
の
半
分
は
系
統
外
の
、し
か
も
、高
利
月
五
分（
年

六
割
）
の
も
の
で
あ
れ
ば
道
の
親
心
も
仏
つ
く
つ
て
魂
入
れ
ず
の
結
果
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
に
対

し
て
町
と
農
協
が
相
談
の
上
、「
芽
室
町
農
家
経
済
再
建
保
証
基
金
条
例
」
と
い
う
町
条
例
を
つ

く
り
、
町
三
百
万
円
、
農
協
七
百
万
円
計
一
千
万
円
を
積
立
基
金
と
し
て
出
し
、
こ
の
基
金
か
ら

生
ず
る
範
囲
内
で
指
定
農
家
の
系
統
外
負
債
を
農
協
が
引
受
け
た
分
の
利
子
補
給
を
す
る
。
こ
れ

は
一
ヵ
年
の
据
置
十
年
以
内
で
年
利
五
分
五
厘
以
内
と
す
る
。
な
お
指
定
農
家
が
再
建
融
資
の
最

終
償
還
期
限
到
来
も
し
く
は
事
故
発
生
に
よ
る
返
済
の
見
込
み
な
き
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
こ

の
基
金
よ
り
損
失
補
償
を
す
る
。

　
と
い
つ
た
こ
と
で
指
定
農
家
の
全
負
債
を
整
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
方
に
経
済
再
建
推
進
班

を
編
成
し
、
専
任
職
員
三
名
を
置
き
、
町
負
債
整
理
委
に
も
専
任
一
名
を
配
し
て
計
四
名
四
班
を

も
つ
て
巡
回
指
導
を
行
つ
た
。

　
負
債
の
原
因
を
し
ら
べ
る
と

　
一
、
投
機
的
経
営
（
単
一
作
付
な
ど
）

　
二
、
必
要
以
上
の
住
宅
を
建
て
た
り
す
る
不
生
産
資
産
の
造
成

　
三
、
耕
作
権
の
あ
る
小
作
地
を
買
つ
て
地
主
に
な
つ
た
も
の

　
四
、
い
く
ら
働
い
て
も
病
人
続
出
や
何
か
で
借
金
が
残
る
も
の

　
な
ど
が
判
り
、
さ
ら
に
作
業
時
間
が
短
か
つ
た
り
、
畑
の
手
入
れ
や
家
畜
の
飼
育
が
な
つ
て
な

か
つ
た
り
と
い
う
例
も
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
指
導
し
、
結
局
は
戸
数
で
八
〇
％
、
金
額

九
〇
％
の
完
済
を
み
る
に
至
つ
た
。

　
目
下
指
導
中
で
あ
る
が
、
同
様
な
行
き
方
を
と
つ
て
い
る
農
協
と
と
も
に
今
後
に
も
残
さ
れ
た

課
題
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
進
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
全
道
単
協
中
随
一
の

超
モ
ダ
ン
な
新
事
務
所
が
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
に

竣
工
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
話
は
前
々
か
ら
あ
つ
た
。
何
よ
り
旧
事
務
所
が
組
合
の
発

展
に
く
ら
べ
て
、
非
常
に
手
狭
く
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
事
務
を
と
る
に
し
ろ
書
類
箱
や
棚
が
い
つ
ぱ
い
に
な
つ

て
入
り
切
れ
な
い
。
客
が
き
て
も
椅
子
が
足
り
な
い
。
組
合

員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
き
と
ど
か
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

　
そ
れ
と
「
わ
れ
わ
れ
の
先
人
は
大
き
な
遺
産
を
残
し
て
く

れ
た
が
、
俺
た
ち
の
時
代
に
何
一
つ
残
さ
な
い
と
い
う
の
も

残
念
で
は
な
い
か
」
と
い
つ
た
気
持
が
皆
に
あ
つ
た
。

　
昭
和
三
十
二
年
三
月
三
日
の
理
事
会
で
議
案
第
一
号
が
こ

の
問
題
を
審
議
す
る
「
施
設
計
画
に
つ
い
て
」
で
あ
つ
た
。

家畜祭風景

精選の後、麻袋へつめられる
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